
平成27年２月18日
財       政       課

（単位：千円）

1,100,000
（全額交付金）

　＜主な内容＞

　　・レジ袋削減１０億枚達成記念プレミアム商品券発行事業費 301,510千円

　　・ふるさと名物商品購入助成事業費 241,000千円

　　・「富山で休もう。」プレミアム旅行券事業費 270,000千円

　　・「富山で休もう。」着地型旅行商品利用促進事業費 100,000千円

　　・ひとり親・多子世帯等特別応援事業費 100,500千円 　など

1,254,465
（うち交付金：976,000）

　<具体的な事業（主なもの）>

　①若者や女性がいきいきと働き暮らせる魅力ある地域づくり

　　・Ｕターン人財マッチング促進事業費 15,000千円

　　・企業立地助成金（新成長産業研究拠点強化助成金） 100,000千円

　　・若者・女性等創業チャレンジ支援事業費 10,000千円 　など

　②定住・半定住の環境づくり

　　・東京圏移住相談体制強化事業費 31,700千円 　など

　③産業・地域の活性化

　　・６次産業化とやまの魅力発信事業費 18,000千円

　　・クリエイティブ産業振興事業費 8,000千円 　など

　④観光の振興

　　・とやま観光未来創造塾事業費（グローバルコースの新設） 18,000千円

　　・「世界で最も美しい湾クラブ」加盟記念普及活用事業費 6,000千円 　など

　　・ぐるっと富山　観光地アクセス充実事業費 46,000千円

　　・「地域間・国際交流拡大」東京便利用推進事業費 25,900千円 　など

　⑥健康でともに支えあう社会の形成

　 　　・「めざせ健康寿命日本一」応援キャンペーン事業費 6,000千円

　　・中高年齢層向け介護出前講座開催事業費 1,200千円 　など

11,000千円

　　・県立大学新研究棟整備基本構想策定事業費 25,000千円 　など

　○ 地域消費喚起・生活支援型交付金事業

　○ 地方創生先行型交付金事業　(※平成２７年度当初予算と一体的に編成)

229,867千円

50,050千円

363,289千円

348,900千円

　⑤地域の拠点と周辺との交通ネットワーク整備 168,100千円

18,200千円

　⑦地域を担う人づくり 46,124千円

　　・アセアン地域等からの外国人留学生受入・定着促進事業費

１ 国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金の活用

平成２６年度２月補正予算案の概要（ポイント）

～ 一般会計総額６１億２１百万円の補正 ～
地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業の計上、

並びに国補正予算と連動した社会資本整備など

「とやま未来創生戦略」の早期策定を図るとともに、関連事業を先行的に実施

国交付金を活用し、地域における消費喚起策やこれに直接効果を有する生活支援策を実施



5,000千円

　　・がんばる子育て家庭支援融資利子補給事業費 4,949千円 　など

（単位：千円）

2,233,153

　<主な内訳>

・災害被害の軽減に必要な道路の防災・耐震対策等 　186,372千円

・緊急な対応が必要な水害・土砂災害対策 　324,000千円

・担い手を支援・育成するための農業基盤整備など 　1,193,378千円

　○ 火山防災情報の伝達拠点整備 14,505

　○ 生活に密着した社会資本整備等（県単独） 100,000

　<主な内訳>

・県単独道路・河川等災害復旧・未然防止対策事業 　40,000千円

・交通安全施設の整備（信号制御器の更新） 　60,000千円

　○ 公設試験研究機関等における大型研究設備の整備 369,189

　　　・県デザインセンターにおける製品開発のスピードアップ等のための機器の整備

　　　・薬事研究所におけるバイオ医薬品等の研究開発に必要な機器の整備 　76,459千円

　　　・県立大学における複合材料やライフサイエンス分野の研究開発に必要な機器の整備

　258,000千円

　○ 除雪に要する経費（公共・主要県単） 1,000,000

　⑧子育て支援・少子化対策の推進 29,935千円

　　・元気とやま街コン等応援事業費

　○ 国補正予算を活用し、防災・減災等に資する社会資本の整備などを積極的に推進

34,730千円

２ 防災・減災と地域活性化のための社会資本整備・地域産業の育成

弥陀ヶ原が常時観測火山に選定される見通しのため、観光客や登山客への火山情報伝達手
段として、Wi-Fi環境を整備


